
平成™™年˜—月œ日 火曜日 第œ›˜—号官 報
１
登
録
番
号
第
1
4
7
4
7号

２
登
録
年
月
日
平
成
1
9年
１
月
2
2日

３
農
林
水
産
植
物
の
種
類

C
y
m
b
id
iu
m

S
w
.

４
登
録
品
種
の
名
称
シ
ル
キ
ー
パ
フ
ュ
ー
ム
エ
ピ

カ
５
品
種
登
録
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
株
式
会

社
河
野
メ
リ
ク
ロ
ン
徳
島
県
美
馬
市
脇
町
大
字
北
庄

5
6
2番
地
の
１

１
登
録
番
号
第
1
4
7
5
3号

２
登
録
年
月
日
平
成
1
9年
１
月
2
2日

３
農
林
水
産
植
物
の
種
類

x
W

ilso
n
a
ra

h
o
rt.

４
登
録
品
種
の
名
称
リ
ュ
ー
カ
デ
ィ
ア
オ
ー
タ
ム

リ
ー
フ

５
品
種
登
録
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
株
式
会

社
ニ
チ
レ
イ
東
京
都
中
央
区
築
地
六
丁
目
1
9番

2
0号

１
登
録
番
号
第
1
4
7
6
4号

２
登
録
年
月
日
平
成
1
9年
１
月
2
2日

３
農
林
水
産
植
物
の
種
類

H
e
lio

tro
p
iu
m

a
rb
o
re
sc
e
n
s
L
.

４
登
録
品
種
の
名
称
桂
夢
衣

５
品
種
登
録
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
片
山
一

平
滋
賀
県
大
津
市
錦
織
三
丁
目
６
`
2
6、
八
里
修
平

京
都
府
京
都
市
東
山
区
今
熊
野
南
日
吉
町
3
0
`
1
1、

臼
木
利
枝

京
都
府
京
都
市
西
京
区
嵐
山
上
海
道
町

6
9
`
３
、
山
部
知
歩
京
都
府
京
都
市
南
区
東
九
条
西

明
田
町
3
4
`
3
5、
寺
田
千
夏
京
都
府
京
都
市
南
区
久

世
殿
城
町
5
7
5
`
３
向
陽
グ
ラ
ン
ド
ハ
イ
ツ
5
1
4号
、
角

江
由
美
子

京
都
府
京
都
市
西
京
区
大
原
野
上
羽
町

5
9
`
3
3、
三
宅
恵
理
京
都
府
京
都
市
西
京
区
川
島
松

ノ
木
本
町
１
`
2
3、
山
田
桃
子
京
都
府
京
都
市
東
山

区
東
大
路
五
条
下
ル
東
音
羽
町

5
9
8、
粟
津
茂
雄

京
都
府
京
都
市
伏
見
区
竹
田
内
畑
町
1
9
8

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
七
百
四
十
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
月
五
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

熊
本
県
球
磨
郡
多
良
木
町
（
国
有
林
。
次
の
図
に
示

す
部
分
に
限
る
。）、
多
良
木
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分

に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
立
木
の

伐
採
を
禁
止
す
る
。

多
良
木
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

２

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。多

良
木
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
七
百
三
十
五
号

農
林
物
資
の
規
格
化
及
び
品
質
表
示
の
適
正
化
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
七
十
五
号
）
第
十
七

条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
七
条
の
二

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
登
録
認
定
機
関

の
登
録
を
更
新
し
た
の
で
、
同
法
第
十
七
条
の
三
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
七
条
の
二
第
三
項
の
規
定

に
基
づ
き
公
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
月
五
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

登
録
更
新
年
月
日
及
び
登
録
更
新
番
号

平
成
二
十
二
年
九
月
八
日

第
七
十
七
号

二

登
録
認
定
機
関
の
名
称
及
び
住
所

社
団
法
人
岡
山
県
農
業
開
発
研
究
所

岡
山
県
赤
磐

市
大
苅
田
七
百
九
十
八
番
地
の
三

三

登
録
認
定
機
関
が
認
定
を
行
う
農
林
物
資
の
種
類

有
機
農
産
物
、
有
機
加
工
食
品
及
び
有
機
飼
料

四

登
録
認
定
機
関
が
認
定
を
行
う
区
域
及
び
認
定
を
行

う
登
録
認
定
機
関
の
事
業
所
の
所
在
地

\

認
定
を
行
う
区
域

岡
山
県

]

認
定
を
行
う
事
業
所
の
所
在
地

岡
山
県
赤
磐
市
大
苅
田
七
百
九
十
八
番
地
の
三

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
七
百
三
十
六
号

農
林
物
資
の
規
格
化
及
び
品
質
表
示
の
適
正
化
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
七
十
五
号
）
第
十
七

条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
七
条
の
二

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
登
録
認
定
機
関

の
登
録
を
更
新
し
た
の
で
、
同
法
第
十
七
条
の
三
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
七
条
の
二
第
三
項
の
規
定

に
基
づ
き
公
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
月
五
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

登
録
更
新
年
月
日
及
び
登
録
更
新
番
号

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
八
日

第
七
十
八
号

二

登
録
認
定
機
関
の
名
称
及
び
住
所

福
島
県

福
島
県
福
島
市
杉
妻
町
二
番
十
六
号

三

登
録
認
定
機
関
が
認
定
を
行
う
農
林
物
資
の
種
類

有
機
農
産
物

四

登
録
認
定
機
関
が
認
定
を
行
う
区
域
及
び
認
定
を
行

う
登
録
認
定
機
関
の
事
業
所
の
所
在
地

\

認
定
を
行
う
区
域

福
島
県

]

認
定
を
行
う
事
業
所
の
所
在
地

福
島
県
郡
山
市
日
和
田
町
高
倉
字
下
中
道
百
十
六

番
地

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
七
百
三
十
七
号

農
林
物
資
の
規
格
化
及
び
品
質
表
示
の
適
正
化
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
七
十
五
号
）
第
十
七

条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
七
条
の
二

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
登
録
認
定
機
関

の
登
録
を
更
新
し
た
の
で
、
同
法
第
十
七
条
の
三
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
七
条
の
二
第
三
項
の
規
定

に
基
づ
き
公
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
月
五
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

登
録
更
新
年
月
日
及
び
登
録
更
新
番
号

平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
日

第
八
十
二
号

二

登
録
認
定
機
関
の
名
称
及
び
住
所

社
団
法
人
長
崎
県
食
品
衛
生
協
会

長
崎
県
西
彼
杵

郡
長
与
町
高
田
郷
三
千
六
百
四
十
番
地
三

三

登
録
認
定
機
関
が
認
定
を
行
う
農
林
物
資
の
種
類

有
機
農
産
物
及
び
有
機
加
工
食
品

四

登
録
認
定
機
関
が
認
定
を
行
う
区
域
及
び
認
定
を
行

う
登
録
認
定
機
関
の
事
業
所
の
所
在
地

\

認
定
を
行
う
区
域

長
崎
県

]

認
定
を
行
う
事
業
所
の
所
在
地

長
崎
県
西
彼
杵
郡
長
与
町
高
田
郷
三
千
六
百
四
十

番
地
三

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
七
百
三
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
月
五
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

熊
本
県
八
代
市
（
国
有
林
。
次
の
図
に
示
す
部
分
に

限
る
。）、
八
代
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
か
ん
養

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。八

代
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
熊
本
県
庁
及
び
八
代
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
七
百
三
十
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
月
五
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

熊
本
県
球
磨
郡
多
良
木
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に

限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
か
ん
養

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。多

良
木
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
熊
本
県
庁
及
び
多
良
木
町
役
場

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

œ
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